
別紙１ 

「電波の日」中国総合通信局長表彰 
 
１ 個人 

村田 英一 様 

（国立大学法人山口大学 大学院創成科学研究科工学系学域電気電子工学分野 

教授） 

超短波放送における同一周波数放送波中継による同期放送に関する調査検討

会の座長として技術的条件等の取りまとめを主導し技術的条件等の策定に向け

て多大な貢献をされました。 

 

 

２ 団体 

第六管区海上保安本部 広島海上保安部 様 

（代表: 部長 岩永 尚哉 様） 

海上における無線通信の重要性を深く認識し不法無線局の排除に向けた取締りを

積極的に実施し電波利用の秩序維持に多大な貢献をされました。 

 

学校法人鶴学園 広島工業大学 様 

（代表: 学長 長坂 康史 様） 

無線従事者の免許に係る科目確認校として多年にわたり地域のワイヤレス人材

の拡充と無線通信の発展に多大な貢献をされました。 

 

学校法人福山大学 福山大学 様 

（代表： 学長 大塚 豊 様） 

無線従事者の免許に係る科目確認校として多年にわたり地域のワイヤレス人材

の拡充と無線通信の発展に多大な貢献をされました。 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構 津山工業高等専門学校 様 

（代表: 校長 佐藤 貴哉 様） 

無線従事者の免許に係る科目確認校として多年にわたり地域のワイヤレス人材の

拡充と無線通信の発展に多大な貢献をされました。 

 

日本放送協会 広島放送局 様 

（代表: 局長 寒川 由美子 様） 

被爆八十年にあたり最新技術を用いて被爆証言応答装置の実現に尽力するとと

もにＶＲ映像により被爆体験を伝える取組を行うなど平和と被爆体験の伝承と地

域情報発信に多大な貢献をされました。 

 

  



株式会社中国放送 様 

（代表： 代表取締役社長 宮迫 良己 様） 

被爆八十年にあたり大阪・関西万博におけるイベント開催などを通じて地域情

報を発信し県域の放送事業者の存在価値を示すとともに平和と被爆体験の伝承に

多大な貢献をされました。 

 

広島テレビ放送株式会社 様 

（代表: 代表取締役社長 今村 司 様） 

被爆八十年にあたり被爆体験のドキュメンタリー番組の漫画出版などを通じて地

域情報を発信し県域の放送事業者の存在価値を示すとともに平和と被爆体験の伝承

に多大な貢献をされました。 

 

株式会社広島ホームテレビ 様 

（代表: 代表取締役社長 佐藤 以誠 様） 

被爆八十年にあたりドキュメンタリー映画の制作・上映などを通じて地域情報

を発信し県域の放送事業者の存在価値を示すとともに平和と被爆体験の伝承に多

大な貢献をされました。 

 

株式会社テレビ新広島 様 

（代表： 代表取締役社長 箕輪 幸人 様） 

被爆八十年にあたりドラマの制作・放送などを通じて地域情報を発信し県域の

放送事業者の存在価値を示すとともに平和と被爆体験の伝承に多大な貢献をされ

ました。 

 

 

  




